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市の人口 総数51,253人（男24,564・女26,689）世帯数14,892 (6月30日現在） 
	

（毎月2回 1日・15日発行） 

諮
 

市
内
毘
沙
門
に
あ
る
市
広
域

新
農
業
セ
ン
タ

ー

（
大屋
邦
喜
 

代
所
長
）
に
植
え
て
い
る
原
種

の
花
菖
蒲
が
、
七
月
早
々
か
ら

い
っ
せ
い
に
開
花
し
ま
し
た
o
 

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昭
和
四

十
九
年
か
ら
三
カ
年
に
わ
た
リ

明
治
神
宮
か
ら
株
分
け
し
て
も

ら
い
裁
植
し
て
い
ま
し
た
が
、
 

あ
ら
た
に
六
十
年
か
ら
ニ
カ
年

で
五
十
五
ア
ー
ル
の
花
菖
蒲
園

を
造
成
、
現
在
九
十
八
品
種
、
 

一
万
五
千
株
の
花
菖
蒲
が
あ
リ

ま
す
。
 

七
月
初
句
に
、
江
戸
系
の
 
「
 

万
里
の
響
」
 
「湖
水
の
色
」
 
「
 

鳳
風
冠
」
、
伊
勢
系
の
 
「清
少

納
言
」
、
肥
後
系
の
 
「不
知
火
」
 

な
ど

い
っ
せ
い
に
色
と
り
ど
り

の
花
を
咲
か
せ
、
セ
ン
タ
ー
を

訪
れ
る
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
 

花
菖
蒲

い
つ

せ

い
に
開
花
 

市
広
域
新

農
業

セ
ン
タ

ー
 

満開の花菖蒲を楽 しむ市民 

て
い
ま
す
。
 

縫 
わたくしだちの先人は、不縄不屈の五所川原
魂をもつてあらゆる困難を克服し新田を切り
開き、今日の活力に覇ちた五所川原市を築き

上げました。 
‘ わた＜したちは、この伝統を継承し、広 
i． い視野に立つて西北津軽あ夫力三協雨
ら し、郷土の限りない発展を願って、こ
り こに市民憲章を定めます。 

市 民 憲 章 （昭和59年10月1日制定） 

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつ＜ります。 

o自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつ＜ります。 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつ＜ります。 

o 文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつ＜ります。 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆ＜郷土をつ＜ります。 

昭和62年 

,A. 643 

7-15 
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秋
田
氏
 

岩
木
川
で
大
規
模
な
水
防
訓
練
 

ー
岩
木
川
・
馬
淵
川
両
水
系
水
防
連
絡
会

ー
 

秘

宝

展
始

ま
る

ー
 

本
格
的
な
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
岩
木
川
・
馬
淵
川
両
水
系

水
防
連
絡
会
（
会
長
・
飯
野
宏
建
設
省
青
森
工
事
事
務
所
長
）
 

で
は
六
月
二
十
五
日
、
岩
木
川
堤
防
で
大
規
模
な
水
防
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。
 

馬
淵
両
河
川
周
辺
の
市
町
村
代

表
の
ほ
か
、
県
河
川
課
、
各
地

区
土
木
事
務
所
、
地
元
の
水
防

団
員
ら
約
四
百
十
人
が
参
加
。
 

訓
練
は
、
乾
橋
上
流
約
三
百
 

）「
の
岩
木川
右
岸
で
「
発
達
し

た
低
気
圧
に
よ
り
津
軽
地方
南

部
が
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
岩
木

川
の
水
位
が
上
が
り
警
戒
水
位

を
ニ
・
ニ
」「
超え
、
引
き
統
き

急
上
昇
中
」
と
い
う
想
定
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
 

参
加
し
た
水
防
団
貝
た
ち
は

警
戒
警
報
発
令
と
同
時
に
、
堤

防
の
決
壊
を
防
ぐ
木
流
し
工
法
 
 

や
ン
ー
ト
張
り
工
法
、
決
壊
を

想
定
し
た
土
の
う
積
み
や
月
の

輪
工
法
な
ど
約
二
時
間
に
わ
た

る
訓
練
に
真
剣
な
表
情
で
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
本
部
長
ら
が
視
察

を
行
い
、
早
瀬
例
県
河
川
課
長

補
佐
が
講
評
を
述
べ
訓
練
を
終

了
し
ま
し
た
。
 

ま
た
こ
の
日
は
、
日
本
最
初

の
実
用
通
信
衛
星
「
さ
く
ら
一
一

号
」
を
利
用
し
て
災
害
時
の
緊

急
通
信
に
威
力
を
発
揮
す
る
、
 

宇
宙
通
信
車
な
ど
災
害
対
策
車

三
台
も
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。
 

東
日
流
中
山
古
代
中
世
振
興

会

（
寺
田
義雄
実
行
委
員
長
）
 

、
王
催
の
『安
倍
・
安
東
・
秋
田

氏
秘
宝
展
」
が
、
七
月
一
日
か

ら
市
立
図
書
館
を
会
場
に
開
か

れ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
幻
の
歴
史
の
中
に

あ
っ
た
古
代
・
中
世
の
津
軽
の

姿
を
、
こ
れ
ま
で
未
公
開
だ
っ

た
多
く
の
遺
物
や
史
料
を
通
し

て
津
軽
に
は
「
壮
大
で
強
力
な

王
国
」
が
存
在
し
た
こ
と
を
知

っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
か
ら

開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

開
催
初
日
の
七
月
一
日
、
 一

般
公
開
に
先
き
立
ち
、
飯
詰
山

に
あ
る
石
塔
山
荒
覇
吐
神
社
に

お
い
て
主
催
者
を
は
じ
め
名
誉

大
会
長
の
森
田
市
長
ら
が
慰
霊
 
 

祭
を
行
い
、
こ
の
あ
と
会
場
前

で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
ニ
ケ
月
間

に
わ
た
る
秘
宝
展
の
成
功
を
祈

リ
ま
し
た
。
 

同
展
に
は
、
 「荒
覇
吐
王
の

王
冠
」
や
「ヒ
ス
イ
の
首
飾
り
」
 

「前
漢
鏡
の
内
行
花
紋
鏡
」
な

ど
三
百
五
十
点
余
の
貴
重
な
遺

物

・
史
料
が展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
 

同
展
の
開
場
と
と
も
に
招
待

客
を
は
じ
め
一
般
入場
者
が
会

場
を
埋
め
、
興
味
深
か
げ
に
展

示
品
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
こ
の
日
は
、
市
民
文
化

会
館
で
記
念
講
演
会
も
開
か
れ
、
 

一
般
市
民約
三
百
人
が
参
加
し

講
演
者
の
話
に
熱
心
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。
 

同
訓
練
は
、
出
水
期
に
備
え
、
 

水
防
体
制
の
強
化
や
水
防
機
関

の
士
気
高
揚
と
水
防
技
術
の
向

上
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
建
設

省
が
直
轄
管
理
し
て
い
る
岩
木
 

「月の輪工法」の土のう積みをする水防団員達 

川
と
馬
淵
川
で
毎
年
交
互
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
日
は
、
本
部
長
の
飯
野

会
長
と
森
田
市
長
を
は
じ
め
、
 

弘
前
市
、
八
戸
市
な
ど
岩
木

・
 

「月の輪工法」の本部視察を行う

森田市長（中央） 

.
 

ノ
・
 

/
 

ー
ト
・、1
γ
 

、
（
 

議
熱

、
 

 

秘宝展で展示品の説明 

を受ける森田i市長（左） 
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夏休み 	子供の交通事故をな＜そう 

夏休みに入ると、子供たちは、解放感などから、せっかく身についた正

レい交通ルールや安全な動作を忘れがちになります。家族みんなで、交通

安全について話し合いましよう。 

く五所川原市・五所川原交通安全協会・五所JI「原警察署〉 

県
大
会
で
 

優
勝
 

五
所

川
原

市
少
林
寺

拳
法

協
会
 

三
好
地
区
で
は
、
地
域
農
業

の
発
展
と
人
材
の
育
成
及
び
生

産
組
織
の
充
実
を
図
り
、
よ
り

良
い
村
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
地
域
内
の
農
業
従
事
者
が

集
っ
て
三
好
む
ら
づ
く
り
協
議

会
を
組
織
し
て
い
ま
す
。
 

市
で
は
、
三
好
地
区
住
民
か

ら
要
望
の
あ
っ
た
農
産
物
加
工

セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
計
画

（
 

十
月
末
竣
工
予
定
）
で
あ
り
、
 
 

同
協
議
会
が
中
心
と
な
っ
て
管

理
運
営
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
 

同
協
議
会
の
活
動
が
、
地
域

農
業
の
活
性
化
及
び
豊
か
な
む

ら
づ
く
り
に
役
立
つ
も
の
と
大

い
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
 

⑥
役
員
は
次
の
と
お
り
。
 

（
敬称
略
）
 

▽
会
長
 
川
浪
長
五
郎
 

第
＋
三
回
青
森
県
少
林
寺
拳

法
大
会
が
六
月
ニ
十
八
日
、
野

辺
地
町
で
県
内
か
ら
約
四
百
人

の
選
手
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま

し
た
。
 

五
所
川
原
市
少
林
寺
拳
法
協

会

（平
山
誠
敏
会
長
）
か
ら
は
、
 

一
般
・
子
供
を
合
わ
せ
て
三
十

八
人
の
選
手
が
出
場
し
、
 一
般

三
段
以
上
の
部
で
棟
方
昭
二
さ

ん
、
櫛
引
和
雄
さ
ん
の
組
が
、
 

中
学
段
外
の
部
で
福
士
淳
さ
ん
 

（
五
二中
）
と
高
松
佳
孝
さ
ん
 
 

▽
副
会
長
 
長
尾
幸
雄
、
渋
谷
 

一
 

▽
理
事
 
高橋
健
司
、
川
浪
茂

浩
、
木
村
義
隆
、
小
笠
原
瑞

洋
 

▽
監
事
 
畑
山
正
栄
、
小
野
竹

雄
、
野
呂
忠
信
 

▽
顧
間
 
川
浪
直
治
、
川
浪
重

次
郎
、
外
崎
義
雄
、
中
村
一
一
 

β
 

良
 

（
五
一
中
）
組が
そ
れ
ぞ
れ
優

勝
し
、
そ
の
他
多
数
の
入
賞
者

を
出
し
ま
し
た
。
 

同
協
会
で
は
七
月
二
日
、
平

山
会
長
や
岩
山
正
則
少
林
寺
拳

法
五
所
川
原
支
部
長
、
選
手
ら

が
市
役
所
を
訪
れ
森
田
市
長
に

優
勝
の
報
告
を
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
森
田
市
長
は
「
 

皆
さ
ん
大
変
お
め
で
と
う
。
今

後
一
層
の
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
称
え
ま
し
た
。
 

市
老
人
ク
ラ
プ
連
合
会
芸
能

部

（
佐々

木
み
え
部
長
・
部
員

八
十
五
名
）
で
は
六
月
二
十
」
1
 

日
、
市
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム
 
「
 

く
る
み
園
」
（
小原
満
寿
寮
長
）
 

を
訪
れ
、
歌
や
踊
り
で
お
年
寄

り
を
慰
間
し
大
変
喜
ば
れ
ま
し

た
。
 

こ
の
日
は
、
部
貝
ニ
十
八
名

が
午
後
一
時
か
ら
約
二
時
間
に

わ
た
っ
て
、
日
ご
ろ
の
練
習
の

成
果
を
披
露
し
盛
ん
な
拍
手
を

受
け
て
い
ま
し
た
。
 

同
芸
能
部
で
は
、
部
員
を
三

班
に
分
け
て
市
内
の
老
人
ホ

ー
 
 

ム
を
慰
問
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
 

今
回
の
市
老
連
芸
能
部
の
他

に
も
、
次
の
五
団
体
が
慰
間
に

訪
れ
て
お
り
、
お
年
寄
り
達
か

ら
大
変
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

o

四
月
十
一
百
ー
弘
前
電
報
電

話
局
演
劇
サ
ー
ク
ル
（代
表

川
崎
肇
）
演
劇
、
人
形
劇
 

o

四
月
一
一
士百
ー
救
世
会
婦

人
部

（代
表
三
和
弘
子
）
歌

と
踊
り
 

o

五
月
十
八
日
ー
天
理
教
西
北

第

一
支部
（
代
表
土岐
文
昭
）
 

清
掃
奉
仕
 

日
ー
 
北
電

力
 
電
燈
点
 

検
、
歌
と
踊
 

o

六
月
一
日
ー
 

ず
 
梅
田

青
い
り

露
 

ん
ご
の
会
（
 

融
 

代
表
」
蒲
け

り
 
い
子
）
歌

と

踊
 

踊
り
 

り
‘
 

寄
 

年
 

お
 

ー
豊
か
な
む
ら

づ
く
り
を
目
指
し

て
ー
 
｝
 

‘
三
好
む
ら
づ

く
り

協
議
会
、
 

市
立
老
人
ホ

ー
ム
「く
る
み
園
あ
一

お
年

寄

り
を

慰
問
一
 

森田市長（右）に優勝を伝える高松さん 
（右から2人目）、櫛引さん（右から3人目） 
棟方さん（左から3人目）、平山会長（左か
ら2人目）、岩山支部長（左） 

部
 

ヒ
ヒ

ム
月
 

芸
 

連
 

老
 

市
 

ス
v
 

達
 

o
五
月
一
一
十九

員
 

1
 
ミ
ヒ
t
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五
所
川
原
 

『
虫
と
火ま
つ
り
』
 

8
月
4
日
1
7
日
 

日（曜） 時 	間 行 	事 場 	所 

舶
m
  

午後 4 時～ 
午後9時 

第 4 回ごしよがわら 
ノ、イカラ祭り ノ、イカラ通り 

8月 1日 
（土） 

後

、
 

6午
 
時
後
 

濃
  

夜の歩行者天国 
夜店まっり 

大 町 路 上 

8 )J 2 日 
（日） 

午後6時30分 
～午後9時 

夜の歩行者天国 
夜店まっり 

大 町 路 上 

＼
汰
 

午前10時 

午前10時30分 

午後 2時 

午後6時 

市内音楽行進 

げ 	ん 	と 	忌 

県下量山ばやし大会 

虫おくり火まっ‘J 
花 火 大 	会 

市 内 ー・ 円 

フラワーセンタ 
ーげんと碑前 

市役所前広場 

岩 木 川 原

岩 木 川 原 

湘
困
 

午前 9時 

午後6時 

午後7時 

虫 	お 	く 	り 
神明宮本町前夜祭（宵宮） 

ね ぷ た 運 行 

市 内 一 円 

仮宮青銀構内 

市 内 一 円 

」
味
 

午前9時 

午前10時 

午後7時 

な が し お ど り 
神 明 宮 本 町 例 祭 

ね ぷ た 運 行 

市 内 ー 円 

仮官青銀構内 

市 内 ― 円 

8 ii 7 目 
(金) 

午前 8時 
午前 8時30分 

午前 8時30分 

午前 9時 

午前 9時 

午前 9時30分 

東北・北海遺馬力大会 
東 北 闘 鶏 大 会 
西北五小学校 “1“一レノ、 黒北＃冨志繁 相換大会 
西北五中学校 505*八ュ可 
第1回青森県 

少年銃剣遭錬成大会 
市民ゲートボール大会 

（老人クラブ） 

ね ぷ た 運 行 

岩 木 川 原
岩 木 川 原
菊ケ丘運動公園
市営相換場 

南小学校体育館 

岩 木 川 原

市 内 ー 円 

I 

襖
暴
是
運
転
追
放
耕
岬m
け
 
除
 

「
鋤「
『
年
夏
の
交通
菱
望
運
一
卿
 

~~」~ 

幸
運
を
手
に
する
な
ら
お
早
め
に
 

青
函
博
前
売
券
発
売
中
 

青
函
博
の前
売
券
は七
月
九
 
も
に

行
い
ま
す
が
、
 一期
の
抽

日
か
ら
一
斉
に発
売
と
な
り
ま
 
選
に
も

れ
た
場
合
で
も
ニ
期
め

し
た
。
 

の
抽
選
の
対
象
とな
る
ダ
ブ
ル

当
市
で
は
、五
所
川
原
商
工
 

チ
ャ
ン
ス
方
式
と
な
って
い
ま

会
議
所
で
発
売
し
て
い
ま
す
。
 
す
。
 

前
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ん
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。
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）
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下
半

期
（
七
月
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の
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は
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交
 
死

亡
事
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発
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故
多
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さ

せ
る
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。
 
●
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月
間
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マ
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力
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ト

の
正
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い
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底
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策
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し
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●
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行
事
項
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Uターン希望 
」支i府者を調査 

市教育委貝会では、五所川原コミュニティカ 

レッジ（地域振興大学）を開設します。 

ン開設期間 9 月から翌年 3 月までの第1・3 

土味【日 (15日間）午後 2 時から 4 時 

ン場所 市中央公民館 

ン学習内容 製引11」コース 「情報処理」 1単位 

(30時間） 

ン定員 30名 

レ講師 青森職業訓糾1短期大学校教官f也 

J羊しいことは、市J広報 8 月 1 日号てはう知らせ 

します。 

乳児「完 
入院のお知らせ 

乳児院では、 0 歳から 2 歳未満の乳児を次の

理由により養育が困難な場合、入院させて保育

いたします。 

＞入院に該当する乳児 

(1）父母や家の人が病気で1動けず（又は死亡）養

育に困難な子。(2）お母さんの出産時、又は出

産後保育に困難な子。(3）父母の離婚のため、 

養育に困難な子。(4）家庭の事情で、乳児を育

てるのに環境の悪い場合、又は身よりのない

子等。(5）事情によっては、短期入所すること

ができます。 

詳しくは、市福キ止事務所児童係（か国2 1 1 

1番内線 243 番）又はつIまみ乳児院（廿② 2 

555 番）へどうぞ。 

児童扶養手当・特別児童 
扶養手当のお知らせ 

レ支給対象 （工）何らかの理由により、父と生計

を同じく していない18歳未満の児童を監護養

育している場合②父が政令で定める程度の障

害がある場合で、18歳未満の児童を監護養育

している母（または養育者）（③）20歳未満の障

害を有する児童を監護する父または母、 もし

くはその養育者。 （文寸象児童が施設に入所し

ている場合4ま、受給できません。） 

L:.申請手続 新しく申請する方は、（ユ）戸籍謄本 

（児童が母方のみについている場合は、母方

のみ、 もし児童が父方についている場合は 'ill' 
方）②住民県謄本（③）年金加入証書④申請人名

義の銀行の通帳（S）印鑑⑥保険言i］三⑦前年のIT)i得
言II押月書 

全部揃えてから申請においでください。 

なお、詳しいことは市福祉‘事務」折児童係（か

⑩ 2 1 1 1番内線 24 3 番）へどうぞ。  

市では、就業機会の拡大と」也城経済の活性化 

を図るため、地場企業の育成や企業誘致に積極 

的に耶 り，妻Lんでいます。 

企業においては、技術革新に対応するため幅 

広く人キオ、！持に技術者を求めている状’兄にあり、 

また一方では、一旦県外に就職した人の中でも 

Uターンを希望する人達が増えている傾向もあ 

ります。 

市で1よ、技術者を求める企業とUターンを希 

望する技1析者との情報交換を支援するための窓 

口をi没i遣しております。 

皆さんのご家族やご親戚の中でUターン希望 

の技術者がおられましたら、担当窓口“でこ才目談 、 
くノごさい。 

なお、詳しいことを知りたい方は市秘書企画 

課企業誘致地場産業振興対策室（か⑩ 2 1 1 1 

番内紡t3 6 1番）へどうぞ。 

自 衛官 募集 

2等陸・海・空士（男子・女子） 

自衛官となる最も一般的なコ・ースていす。 

入隊と同時に 2 等陸・海・空士に任命され、 

新隊員教育隊で教育を受けた後、各部隊に配属

され、各種の分野で宝郵覆します。 

入隊者は全貝営舎内（艦艇内）居住で衣食住

は無料支給又は貸与のうえ、初任給l07,400円、 

そのf也勤務の内容によって各種手当が支給され

ます。 

0任用期間は 2 年又は 3 年が一任期ですが、希

望者には、選考に J」liづき継続任用される道が

ひらかれています。 

また、‘曹・幹部への道もひらかれています。 

詳しいことは、市」言と課（雪⑩ 2 1 1 1番内線 

2 7 7 番）又は自衛隊地方連絡部五所川原募集

事務所（”⑩ 2 3 0 5 番）へどうぞ。 
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あすなろ国体加周年記念］  I 

県婦人スポーツの集い 
参加者募集 

ン期日 10月 4 日（日） 

N場所 県総合運動公園 

＞参加対象 市内在住の婦人 

ン練習日 8 月1 日から10月 3 日（週 1回程度） 

ン申し込み締切 7 月25日 （先着30人） 

ン内容 フープと布を使用した集団演技（参加 

者にはトレーニングウェアを差しあげます。） 

詳しくは、市教育委員会社会教育委員会（か 

⑩ 2 1 1 1番内線 250 番）ノ、どうぞ。 

陸奥湾一周駅伝競走大会 
選手選考会 

第 5 回陸奥湾一周駅伝競走大会（10月 4 日） 

に出場する市代表選手（選手20名、補欠若干名） 

の選考会を次のとおり開きますので、出場希望

の人はふるってご参加ください。 

＞選考日時 

第 lE] 7月26日（日） 

第 2 回 8 月30日（日） 

午前 9 時から五所川原勤労者体育センターグ

ランドてり受付Iナします。 

N選考場所 五所川原勤労者体育センターグラ

ンド（市内飯詰） 

N選考方法 ①中学男女、高校女子、一般女子 

…・ 3 キロ航（2）高校男子、一般男子・・・・6 ギ亡1院。 

＞参加資格 市内居住者、高校・大学生は市出 

身者とする。 

N問い合わせ先 市教育委員会社会教育課（か

⑩  2 1 1 1番内線 2 5 0 番）へどうぞ。 

r1南部のう首めぐり」 
参加者募集 

県歴史の道整備促j奮i協議会では、南部の道め

ぐりを行います。 

みなさんの参加をお待ちしております。 

ン日時 8 月 9 日 （日）午前 7 時から午後 5 時 

30分・ 

＞コース 五所川原中三前～鶴田町一役場前～板 

r  柳信用金庫前～小坂鉱山～大湯ストーンサー 

クル～田子城跡～三戸城温故館～南部公霊廟 

～新渡戸記念館～十和田湖～黒石～板柳～鶴

田～中三前着 

レ集合場所・時間 中三デノぐート前（市内本町） 

午自ij7 時 

N会費 1人 4,450円（畳食、見学料り 

レ申し込み先 青森市大字松森字佃 青森県歴

史の道整備促進協議会事務局（廿0 1 7 7く勤 

1 064 番） 

レ申し込み締」二fl 8 月 4 日（火） 

＞申し込み受付時間 午前 8 時30分から午後 4 

時まで（日曜日を除く） 

イ動いている皆さんのための
向上訓練受講生募集 

技術革新の時代に対応しうる知識や技能の習

得を目指す方々のために、向上副収凍を実施しま

すのでお申し込みください。 

N資格 学歴、年齢、1生別は間いません。 

N申し込み方法 所定の受講申込書による。（受 

講申込書は電話等のこH衣軽〔により送イ寸します） 

N申し込み締切 各訓糾iコースとも開講日の 3 

日lil丁まて了’。たブごし、定員になりしだい締切り。 

ン受購料 無料一（ただし、テキスト代等のかか 

る訓練コースがあります。 

なお、詳しくは青森職業訓練短期大学校教務

課（市内飯詰 合電2)3 2 0 1番）へどうぞ。 

③訓練コース 
J 	― 	ス 定員 日数 日 	時 

、
、
 
 盤

  C
m
 

旋
鋤
  

10名 3 日 7 月27日（月〕～ 7 月29日休） 
ま0o-17:00 

マシニングセンター 
（初 	級〕 10名 3 日 7 月27日（月〕～ 7 月29日（水） 

9:00 - 17:00 
NCワイャ放電加エ 

（初 	級） 10名 3 日 7 月27日（月）~7 月29日（村 
9:00 - 17:00 

パ ― ソ ナ ル
コ ン ピ ュ ー タ 20名 3 日 7 月27日（印一一 7 月29日困 

9:00~ 17:00 
N 	C 	旋 	盤 

（中 	級） 8 名 3 日 8 月10日（月）~8月12日困 
9:00~ 17:00 

マシニ．ングセンタ― 
（中 	級） 10名 3 日 8 月10日（印～ S 月12日（因 

9:00~ 17:'00 
NCワイャ放竃加工 

（中 	級） 10名 3 日 8 月10日（印～ 8 月12日困 
主00-17:00 
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ンテーマ 「」也域づく りと住民参加」 

皆さんの1主んで’いる地」或社会を見つめ、住

みよし寸也堪とーづく りを進めるためには、 どのよ

うにして参加すればよいか、参加できること

は何か、住みよいまちづく りにどのようにか

かわっていったらよいのか、などについての

意見、提言であれば題名は自由。 

＞応募資格 県内在住の中学生、高校生及び―

般（大学生を含む。） 

ン原稿枚数 4 00字詰原稿用紙 3~5 枚 

ン応募期限 8 月29日 （当日消印有効） 

レ送り先 市管理課（市内岩木町12 雪⑩ 2 1 

1 1番内線 325 番） 

詳しくは、県地方課振興班（雪0 1 7 7(D1 

1 1 1番内紡1.2 064 番）へどうぞ。 

家事介護サーピス技術 
講習会 受講者募集 
家二事介ii蔓の職種に就業しようとする婦人に対一

し、基本的な知識と技1析を習得させるものです。 

＞日時 8 月26日～10月 8 日（22日 IIIF ）午前10 

時～午後 3 時 

ン場所 市働く婦人の家 

レI芯募資格 ホームヘルパー、家政婦、病院イ寸

添い、ノぐートの家事手伝い等を希望する60歳

未満の婦人（全日程を受講できる人）。 

ン受講料 無料 

レ募集人員 30人（先着順） 

ン持参するもの 筆記用具、印鑑、畳食、その 

f也必要の都度指示します。 

お申し込みや詳しいことは、市働く婦人の家 

（雪国）8 8 9 8 番）佐々木相談員へどうぞ。 
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市民絵画教室 
レ日時 7 月29日 （水）から31日（金） 3 日間 

午前loll寺から午後 3 時まて‘ 

ン場所 市」三と文化会館 2I】皆 

レ講師 伊藤正規画伯（梅田出身、 日展会員、 

光風会評議員、 日本美術家連盟会員） 

レ内容 洋画、水彩画、素描画 

レ受講う料 無料・。 ただし、用具等は各自持参の 

こと。 

ン参加対象 中、高校生及び’一般 

レ申し込み先 7 月25日 （土）までに市教育委 

貝会社会教育課（胃⑩ 2 1 1 1番内線 2 50 

番）へどうぞ。 

第161河lデAノと‘忌 
参加者募集 

レ日時 8 月 4 日（火）午前10時30分、 

ン場所 津軽フラワーセンターげんとIi卑前 

当日、午自111o時に市民文化会館前からバスが

出ますのて‘ご利用ください。 

ン懇話会 会費 2,200円。 懇話会に参加ご希望 

の人は、 7 月31日までにお申し込みください。 

＞問い合わせ先 市中央公民館（”国6 05 6 

番）へどうぞ。 

会員募集 
あすなろ」-' 耐司好会 

民甘畠や舞踊、 カラオケの好きな方、あなたの

趣味や特技を」也域福祉の向上のために役立てて

みま・せんカ％ 

未経験者も大歓i!IIです。入会希望の方は、山

形功さスー（市内吟は田雪⑩ 4 8 4 4 番）へこお塵絡

ください。 

第10回記念 
l持別チャリティ発表会 

―照秀会五所川原支部― 

Iり］るい社会づく り運11功・地域在宅福祉基金に 

協力しています。 

ン日時 7 月26日（日）午前 9 時から 

＞場所 市民文化会館 

＞入場料 無率＋ 

って／~ 

一 ~ い求めになりますと、たlまこI肖  ~  ・
あなたが市内でたばこをお買 

費税が市ク川又入、（たとえばマイ 
	

I 
ノレドセプン1箱につき41円40銭） 
になります。 
-―~~”●”●一■● 	 一，，コ~ 

て
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江 渡 医 院・田辺胃陽科外科医院

小笠原内科医院・対馬内科小児科医院

兼平内科小児科医院・冨田胃腸科内科医院

川崎胃腸科内科医院・中 村 内 科 医 院

木 村 内 科 医 院・永田小児科内科医院 

健生病院五所川原診療所・白 生会胃腸病院 

佐藤仁外科胃陽科医院・復 明 堂 医 院 

佐藤内科小児科医院・増 田 病 院 

荘 司 内 科 医 院・三 好 診 療 所 

白戸胃陽科外科医院・森 田 診 療 所 

西 北 中 央 病 院 森内科小児科医院 

「8月の保健センター相談日」 
8 月 7 ・ユ 4・21' 28日です。（毎週金曜日） 

レ時間 午前10時～午後 3 時ま・で 

レ内容 保健婦が血圧測定、尿検査を含ソ〕た健

康相談に応じますので、赤ちゃんからお年寄

りまでお気軽にご利用ください。 

お間い合わせは市衛生課へ（か内線 2 68 番）。 

市では40歳以上の市民を対一象に成人病の早j明

発見、早期治療を目的としたミニドックを実施

しています。対象となる人は積極的に受けるよ

うにしてくノごさい。 

~ ン実施期間 8 月 1 日カ、ら翌年 2 月29日まて‘ 

ン実施時間 医療機関によって実施時間が違い

ますので申し込み時にお知らせいたします。 

レ対象者 昭和23年 3 月31日までに生まれた方。 

なお、職場等で検診を受けられる方は除きま

す。 

ン受診方法 受診を希望する人は、市衛生課及

び市役所各支所窓口に保険言II三を持参のうえ、 

受診記録票の交イ寸を受け、希望する医療機関

で受診してくださし、。 

ン受診料 1 ,000円（申し込み時） 

ただし70歳以上の方、生活保護i1畔皆、市民税

非課税一世帯の方は無米斗（申し込みの際証明書

を提出してください）。 

＞診査項目 診査三、身体測定、心電図、尿検殖三、 

貧血検査、肝機能検査。 

ン問い合わせ先 市衛生課（内線 2 7 2 番） 

~ ③実施医療機関名 

昭和62年（1987年）7 月15日 
	

広報ごし ょがわら 
	

（第643号）⑧ 

市役所の電話番号は⑩2111番 

乳幼児の健康診査 

レ場所 市保健センター 

ン受イ寸時間 午後 lU寺-1時30分、まで。 

＞持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

※注意 （I)6 カ月児健康相謝をの際に、神経芽細

胞腫（小児がん）の検査セッ トを配イ寸します

が、当日つごうで来れない場合は検査セット

を衛生課窓口にて配付いたしますので、 6 カ

月、 7 カ月の赤ちゃんは、・ぜひおいでくださ

し、 

②病気療養中（！持に伝染性の病気）のお子さ

んはこ与堂慮くノごさい。 

月 	令 対象児 期 日 内 容 

3 力 月 児 S 62年 4 月生 8 月11日（幻 健康診査 

6 力 月 児 S62年1月生 8 月18日閃 健康相談 

1 	歳 	児 S61年 7 月生 8 月24日の 健康相談 

1歳 6 カ月児 S61年 2 月生 8 月25日（幻 健康診査 

3 	歳 	児 S 59年 4 月生 8 月20日困 健康診査 

お間い合わせは、市衛生課（”内線268' 

27 2 番）へどうぞ。 

はしか予防接種 
市て叫ま麻疹（はしカ、）の子防接種を行います。 

該当する子どもさんがおられる人はお申し込み

ください。 なお、すでに麻疹にかかった子ども

さんは接租iの必要はありません。 

レ対象幼児 昭和60年 3 月1 日から昭和61年 2 

月28日までに生まれた幼児（当日は母子健康

泊限をご持参くださいL 

ン申し込み期間 8 月1 日（土）から 8 日（士）まて％

レ実施期間 9 月1 日から 7 日まて％ 

お申し込みは市衛生課窓口へどうぞ。受診券

を発行いたします。 

お間い合わせは市衛生課（内線 2 7 2 番）へ。 

たノごし日曜日は除く。 

みんなの健康教室 
レ日 時 7 月 24 日徐）午後 10寺 

＞場 所 市保健センター 

＞講 師 佐j藤 1二先生 

（佐藤仁外科胃腸科医院長） 

ンテーーマ 「頭部外傷」 

主 催 北五医師会・市民保健協議会 

みんなの健康教室テレフォンサービス実施中 

ff@031 1番 
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